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私
の
宝
物
は
、
父
が
残
し

“
て
く
れ
た
く
す
の
き
一
枚
板
の

.
座
卓
で
す
。

父
が
横
浜
銀
行
国
府
津
支
庖

ピ一、ヒャラ、ドン
容の訪れと ともに、各地区では公民館ま

つりがにぎやかに聞かれました。神田公民

館では、地元伝統芸能の田村ばやしが特別

出演。息の合った技に、客席から盛んな拍

手が送られました。

お
世
話
を
し
た
、
輸
出
専
門
商

の
正
直
商
会
主
か
ら
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

ゆ

ゆ

片福
)(示

・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を

サ
ー
ク
ル

「キ
ル
ト

・
リ
ボ

ン
」
で
は
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を

一
緒
に
楽
し
む
仲
間
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
日
程
毎
月
第
l
、
第
3
土

曜
日

マ
時
間
午
前
叩
時
1
正
午

マ
場
所
松
原
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
内

田
晶
子
宮

(泣
)
1
0
2
0

-
剣
道
で
心
と
体
を

剣
道
で
汗
を
流
し
、
一
緒
に

心
身
を
鍛
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

小
学
校
一
年
生
か
ら
入
会
で

き
ま
す
。
見
学
も
大
歓
迎
。

マ
日
程
毎
週
火
、
金
曜
日

マ
時
間
午
後
6
時
刊
分
1
8

時
却
分

マ
場
所
勝
原
小
学
校
体
育
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
市
剣

迫
連
盟
旭
支
部
剣
友
会
育
成
会

事
務
局
の
中
野
信
枝
宮

(
詑
)

n
6
司
A
q
L
に
d

-
ジ
ョ
イ
ン
ト
演
奏
会

女
性
合
唱
団

「そ
よ
か
ぜ
」

「
コ
ー
ル
ス
ワ
ン
」

「
コ
l
ル

み
な
み
は
ら
」
の
三
団
体
が
一

盆
に
会
し
て
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料

マ
期
日

3
月
初
日
(
土
)

マ
開
演

午
後
2
時
泊
分

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
盛
孝
子

宮

(
卸

)
7
2
4
3

-
け
ん
玉
と
指
笛
を

小
学
生
以
上
を
対
象
に
、
生

徒
と
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
け
ん
玉
教
室
】

集
中
力
を
高
め
、
場
所
も
取

ら
な
い
け
ん
玉
の
教
室
(
全
十

。
譲
り
ま
す
①
有
料
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
、
双
子
用
ベ
ビ
ー
カー、

マ
マ
コ
l
ト
、
搾
乳
器
、
だ
っ
こ

ひ
も
、
ほ
乳
瓶
、
た
ん
す
(
三
点

お
断
わ
り
し
ま
し
た
が
、
ど
う

し
て
も
気
持
ち
が
済
ま
な
い
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
ご
好
意
の

く
す
の
木
の
座
卓
を
手
に
円
覚
寺

朝
日
那
賀
主
の
額
の
前
で
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長
時
代
に
贈
ら
れ
た
卓
に
は
、

-
大
正
十
年
十
月
に
贈
ら
れ
た
こ
当
時
と
し
て
は
、
ば
く
大
な

"
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
父
に
お
金
を
持
っ
て
そ
の
お
礼
に
見

"
と
っ
て
は
お
得
意
様
で
、

当
時
え
ら
れ
、
当
然
の
こ
と
と
堅
く

c
・.... 

. . 
• . . . . . . . 
• . . . 

砂24‘.
くすのきの座卓
芦川誉英さん(老松町)

み
お

製
作
記
念
の
こ
の
卓
と
す
ず
り

箱
セ
ッ
ト
を
い
た
だ
い
た
そ
う

で
す
。

セ
ッ
ト
)
、
サ
イ
ド
ボ
l
ド
、
ち

ゃ
ぶ
台
、

ニ
糟
式
洗
濯
機
、
加
湿

器
、
ピ
ア
ノ
カ
パ
l
、
キ
ー
ボ
ー

ド
、
編
み
機
、
足
踏
み
ミ
シ
ン
、

.

.

.

.

.
 0
 

く
ぎ
を

一
本
も
使
わ
ぬ
と
の

“

く
す
の
き
の
卓
は
、
平
成
の
世

“

に
な
っ
て
も
ガ
タ
ひ
と
つ
き
ま

h

せ
ん
。
も
う
ひ
と
つ
の
宝
物
で
=

あ
る
円
覚
寺
朝
日
那
賀
主
の
額
=

の
前
で
、
今
の
な
お
ク
ラ
シ
ッ
=

ク
で
優
雅
に
静
ま
り
返
っ
て
い
=

ま

す

。

=
0

0

0

=

 

長
い
問
、
市
民
の
み
な
さ
ん
=

に
大
切
な
た
か
ら
も
の
を
と
紹
=

介
い
た
だ
い
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
=

も
今
岡
が
最
終
回
と
な
り
ま
=

す
。
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
=

た
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
=

す
。
な
お
、
次
号
か
ら

「わ
が

川

家
の
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」
が
ス

“

タ
1
ト
し
ま
す
。

“

・・・・・・
Q

回
)
で
す
。

初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

マ
日
程

4
月
日
日
(
土
)
か

ら
毎
月
第
2
、
第
4
土
耐
日

マ
時
間
午
後
2
時
1
3時

マ
場
所
背
少
年
会
館

マ
入
会
金
五
百
円
(
テ
キ
ス

ト
代
)

【
指
笛
音
楽
の
会
}

指
一
本
で
、
童
謡
や
唱
歌
な

ど
の
簡
単
な
音
楽
を
、
一
緒
に

演
奏
し
ま
し
ょ
う
。

マ
日
程
毎
月
第
1
、
第
3
土

曜
日

マ
時
間
午
後
2
時
1

マ
場
所
青
少
年
会
館

マ
入
会
金
一
千
円

マ
年
会
費
五
百
円

※
問
い
合
わ
せ
先
落
合
和
彦

君

(
幻

)
4
7
2
4

-
失
聴
難
聴
の
仲
間
を

中
途
失
聴

・
難
聴
者
の
集
ま

り
で
あ
る

「美
実
の
会
」
で

は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す。
活
動
は
、
例
会
で
の
情
報
交

換
や
手
話
勉
強
な
ど
で
す
。

マ
例
会
口
程
毎
月
第
2
日
曜

日マ
時
間
午
後
1
時
3
3時

マ
場
所
四
之
宮
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
根

本
実
宮

(日
)
5
7
2
4

-
ジ
ャ
ズ
体
操
会
員
に

ジ
ャ
ギ
ー
な
で
し
と
で
は
、

ジ
ャ
ズ
体
操
を
楽
し
む
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

運
動
し
や
す
い
服
装
で
、
お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
日
程
毎
週
金
昭
目

マ
時
間
午
前
日
時

i
u時
初

分マ
場
所
な
で
し
こ
公
民
館

マ
会
費
月
二
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
辻

泉

宮

(
部

)

5
1
2
3

・
中
国
語
を
学
ぼ
う

中
国
語
を
学
ぶ
会
で
は
、
中

国
人
講
師
を
招
き
、
会
話
中
心

の
学
習
会
を
聞
い
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
。

マ
曜
日
と
ク
ラ
ス
(
月
4
回
)

火
曜
ク
ラ
ス
(
中
級
)
、
水
曜

ク
ラ
ス
(
初
級
)
、
木
曜
ク
ラ

ス
(
上
級
)

マ
時
間
午
後
6
時
叩
分
5
8

時
初
分

マ
場
所
崇
普
公
民
館
ほ
か

マ
入
会
金
一
千
円

マ
月
会
費
二
千
円
1
二
千
五

百
円
(
ク
ラ
ス
に
よ
る
)

マ
説
明
会

3
月
初
日
(
火
)

午
後
6
時
加
分
か
ら
中
央
公
民

館
で

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
烏

沢
光
代
宮

(幻
)
7
1
9
7

。
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

・
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
は
、
四
月

十
五
日
号
か
ら
八
面
に
掲
載
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
情
報
が
、
よ

り
一
回
市
民
の
方
の
同
に
止
ま

る
場
所
と
な
り
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
や
団
体
な
ど
の
、

会
品
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
築
内
な

ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

掲
載
要
領
は
、
次
の
と
お
り
。

広
報
広
聴
課
に
所

手
続
き

定
の
用
紙
が
あ
り

ま
す
。
郵
便
に
よ
る
依
頼
で
も

結
構
で
す
。
電
話
で
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

毎
月
日
日
号
に
掲

蹴
し
ま
す
。
た
だ

し
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

掲
載
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す。 掲

載

和
風
蛍
光
灯
、
老
人
向
廿
手
押
し

車
、
自
転
車
(
泣
イ
ン
チ
)
、
シ

ャ
ワ
ー
付
き
ふ
ろ
報
ガ
ス
テ
ー

ブ
ル
、
ガ
ス
湯
沸
か
し
器
(
以
上

3
点
都
市
ガ
ス
用
)
②
無
料

オ

ー
デ
ィ
オ
ボ
1
ド、

mu子
レ
ン
ジ

台
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
、
洋
服
だ
ん

す
、
ふ
ろ
お
け
、

mm児
服
、
仮
縫

い
用
ボ
デ
ィ
、
学
生
服

(m

m)
、
高
校
制
服
(
平
塚
商
女

子
)
、
ケ
ー
ス
入
り
人
形

。
譲
っ
て
く
だ
さ
い

A
型
-
B

型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
1
用
体
重

計
、
子
供
用
自
転
車
、
七
五
三
荷

物
(
七
歳
女
児
用
)
、
子
供
用
ス

キ
l
セ
ッ
ト
、
子
供
用
ス
キ
1
ウ

エ
ア
、
琴
、
応
接
セ
ッ
ト
、
茶
だ

んす、

二
段
ベ
ッ
ド
、
パ
ン
焼
き

器
、
世
話
機
、
世
動
ミ
シ
ン
、
フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
口
傘
嫌
雨
傘
、

也
流
健
康
器
、
猫
用
キ
ャ
リ
ー
バ

ッ
グ
、
ベ
ビ
l
布
団

@
不
用
品
登
鍛
の
情
報
は
、
地
域

づ
く
り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
2

6
3
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

図
園
阻
園

子
供
が
何
か
困
っ
た
時
、
本
当
に
困
っ
た

な
あ
、
と
い
う
顔
を
し
て

「
お
か
あ
さ
ん
、

ど
う
し
よ
う
?
」
と
言
え
た
な
ら
、
そ
れ
は

と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
心
の
状
態
を
、
相
手
に
伝
え
る
こ

と
の
上
手
、
下
手
は
、
そ
の
子
の
持
っ
て
い

る
能
力
や
性
格
に
も
よ
り
ま
す
。
し
か
し
育

ち
の
中
で
、
自
分
の
訴
え
を
十
分
聞
い
て
も

ら
っ
た
り
、
助
け
て
も
ら
え
た
り
の
経
験
も

大
き
く
影
響
を
与
え
ま
す
。

「
お
か
あ
さ
ん
、
ど
う
し
よ
う
?
」
と
の

言
葉
は
、
自
分
の
弱
さ
を
受
け
止
め
て
欲
し

い
と
い
う
サ
イ
ン
で
す
。
で
す
か
ら
「
こ
ん

な
自
分
で
も
O
K
だ
。
お
か
あ
さ
ん
は
き
ち

ん
と
受
け
止
め
て
く
れ
る
」
と
い
う
安
心

感
や
信
頼
感
に
支
え
ら
れ
て
い
な
い
と
、
な

か
な
か
言
え
な
い
言
葉
な
の
で
す
。

発
行
日
前
月
の
叩

締
切
日

。

日
で
す
。

・
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
自
分
の
弱
さ
を
上
手

に
表
現
で
き
な
い
子
供
に
出
会
い
ま
す
。
タ

イ
プ
は
様
々
で
、
自
己
主
張
の
少
な
い
子
、

し
っ
か
り
し
て
い
て
甘
え
る
と
と
が
下
手
な

子
、
周
り
の
期
待
を
敏
感
に
感
じ
て
頑
張
っ

て
し
ま
う
子
、
自
分
の
弱
さ
や
未
熟
さ
を
出

せ
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
子
た
ち
な
ど
で
す
。

強
さ
や
良
さ
だ
け
で
な
く
、
弱
い
面
や
ダ

メ
な
面
も
あ
る
の
が
人
間
で
す
。
「
弱
さ
を

表
現
す
る
力
」
が
、
子
供
の
心
の
中
で
育
つ

た
め
に
は
、
お
か
あ
さ
ん
の
「
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
で
よ
い
」
と
い
う
温
か
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
た
く
さ
ん
受
げ
取
る
こ
と
が
、
と
て
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山
保
普
小
学
校
北
側
宮

(お
)

6
0
1
2

。

教
育
相
談
は
、
四
月
十
五
日
号
か
ら
五
面

に
掲
載
し
ま
す
。
引
き
続
き
ご
愛
読
を
。

実会合李ず舗*巴ご箇淘〈越さい湘商ひらつかルネ勺サc，スまつり
県民の水がめである相模湖 ・津久

井湖・丹沢湖の貯水量は、 29年ぶり
に過去段低を記録。貯水怒も 3分の
lを割っています。
水道局では、生活用水を一日でも

長く確保するため減圧給水を実施し
ています。 一部地域では時間帯によ
り、にごり水が発生したり、水の出
が悪くなる場合がありますが、ご理
解・ご協力をお願いします。
。蛇口はこまめに開け閉めし、洗う

ものによっては容器にくんでから
仮Zいましょう

。ふろの残り湯は洗濯や掃除、散水
などに再利用しましょう

.問い合わせ先 水道局平塚営業所fi'22-2711(土・日・祭日はfi'22-2725)

3月30日住)・31日(8)

平塚駅中心商庖街

合主な内容
・30日 ルネ ッサンスステージ(マジック

ショー、市民のダンスグJレ}ブの発
淡など)、青宝芝生貯花幾示会

• 31日 は しごZ綜の救助訓練、起震車体
験、パンフラワー教室

-両日 ふれあい動物村、フワフワラン
ド、害容主容さ ・縁日コーナ一、 地 元 平
塚の花の展5F・販売、花の絵スケッ
チ大会

tJ日程

育会場

※プレイベントとして有名作家による絵画や写耳を展示する「ルネ ッサンス
鈴術館」を 3 月 2 1 日~26日、市民プラザで開惜します
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讐後期(妊娠 8か月以降の方) : 目)、エプロンと三角巾(2: <>対象 2歳 6か 月 ま で の 乳 ; 【3か月児】 j 【1歳 6か月児1 22 
妥 20日何、間働 ; 臼目)、スラックス(3日 j 幼児 : ・3日 7年間 1 日~10日: ・ 2 日 6 年10月 1 日 ~10自室

: ・ :・ 9 日 6 年10月 II 日 ~20日逼

5 κ~E掴・・町 l予防接種・ 4 ・ 5 月カレンダー\品J…~31日 g
g d〆陣地ゃん監a・・・M4A- a ;m 5印刷日~20自室

，，_.νFL43企 画監;ぷ週・・・・・・・・_.rI : . 4 日 5 年 2 月 1 日 ~10 日

‘_.-I.A台市ー』出向島、 ・・E温・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・咽F圃・・・・闘闘・・_.... : ・25日 5 年 2 月 21 日 ~28日制
葵 ヌシ日明句史?住まいの山岸量開閉・・・・・・ー両i!a"'li函正‘'‘ι."、お捻y，空ゃい4せと恵子さん・F明・・・・宮古~r、.aß.. ・ 0) 05 月の日程 ・ 対象 恕，、" 二よ入-JJEL-'プ~_.þo-~-:""-~ :.:..: lIIIIr匂角、 τ曙事司・・・・・・・・・...，- .~-~"...‘'ι6 : 【3か月児】 輔
J 畠 7 (30峨)の長男。平成 7年 3月28・.，._:_".-r . .・‘ ι _I .'I a.... 、~."
U〓，門ιーギ ー- -よ ~_... ._-， ~、，'，戸、Jヨ・・・・・・・・・・'... "司_，...-. ‘... -: ・15日 8 年 1 月 1 日~10日嶋崎コ 日生まれ。身長70叩 、 体 重II同。 ・r ・・・・-....曹司圃-- ・ .. 司--

E 〓"崎hご曹司・・・・・ ^ ^ ^ ^ :・ 22日 8 年 1 月 11 日~20日おもうすぐ 1歳になる純ちゃんは、 2. 昌 司吉司、思司・・・・・・ どと" /ー"- /"- /"-
に入ってから歩き始め、カタカタを.，#~ ~ー 耳目・ 匂壷"-/国軍，，/、1"'-/宜 ¥ j-29日 8 年 1 月 21日~31日誌
上手に押して遊べるようになりまし巴里一一~~盟・ くE量入居医ノくJ、入可=ノ ;【 1五歳 6か月児】 笠
た。歯ブラシや台所の物で遊ぶのが大・・孟 ..，，-:"・匹r てプ マア ミ/ '"ア : . 7日 6 年II月四~10日誌・・・・・・a a J司・~.. ーぶ箇・... 'v一 一 v ・ ~ . ・14日 6年II月11日~ 時好きな純ちゃん。缶詰を台所から持つ・・邑;当~.~ . ..・・~ iケーが丸山十 ・ : .21日 6 年四間~3 日誌
荒立?木… 峨 み 上 げ て 遊 園 ・同ムト . .1.マゲ勺PG点、 ;【3歳児】 義

人の気持ちがよくわかる、優し - ・・・Eh-r j J¥圃・ 司破ど::S-~九 (二- Aj -.-v- ; ・9日 5 年 3 月 1 日 ~10日品

気な子四って、…とママはよ・IJ ";::"， ~ ・ Fヌ反344Jd jxib j 畑中月11 日 ~20日義
ています。_..' '''''.・ ft'x♂祥~ '0ってJイヲ~ : .30日 5 年 3 月 21 日 ~31日=

赤ちゃんの健康メモ、赤ちゃんのステージは、 4月15 ・1 持 ι.~ 'fC.J"" '-"'" 

日号からの紙面改訂に伴い毎月 1 白号に掲載します。，"I'II~'~I~"'I'~'~"'II~'I'~I"I'~'~'t'tl~I""~"'~'t"I~I~"'~"I~'~'~=
赤ちゃんのステージ(対象は 1歳未満)への応募は ' 

封書に赤ちゃんの氏名・性別・生年月日・住所・電

賠番号を記入して、カラー写真(サービス判)を同

封のうえ、平塚市広報広聴醜「赤ちゃんのステージ」

係{〒254平塚市浅間町 9- 1) へ。

毎回抽選で 6人ずつ掲載します。

今回の応募は11人でした。

も
ぐ
も
ぐ
離
乳

食
教
室
始
ま
る

市
で
は
、
初
め
て
の
赤
ち
ゃ

ん
を
お
育
て
の
方
に
、
離
乳
食

の
す
す
め
方
な
ど
を
学
ん
で
い

た
だ
く
教
室
を
聞
き
ま
す
。

マ
対
象
生
後
5
1
6
か
月
の

第
1
子
乳
児
の
父
母

マ
日
時

4
月
ロ
日
(
金
)
午

後
1
時
初
分
1
3時

マ
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
持
ち
物
母
子
健
康
手
帳

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
宮

(
M
)
0
3
1
1

育
児
の
教
室
を

マ
対
象
生
後
4
1
7
か
月
の

第
1
子
乳
児
の
父
母

マ
日
程
と
会
場

・
4
月
5
日
(
金
)
保
健
セ
ン

タ
1

・
5
月
日
日
(
金
)
背
少
年
会

館マ
時
間

〈ア〉

時マ
持
ち
物
母
子
健
康
手
帳
、

パ
ス
タ
オ
ル

(
5
月
日
日
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
宮

(
M
)
0
3
1
1

週
f
回
の
機
能

訓
練
ご
参
加
を

脳
卒
中
の
後
遺
症
な
ど
で
自

宅
療
養
の
機
能
訓
練
を
必
要
と

す
る
方
の
た
め
に
、
ご
指
導
を

い
た
し
ま
す
。
群
し
い
こ
と

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

マ
対
象
年
齢
刊
歳
以
上

マ
内
容
運
動
訓
練
、
絵
画
、

脅
迫
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

マ
会
場
平
塚
保
健
所
、
四
之

宮
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
宮
(
制
)
0
3
1
1

市
民
病
院
で
婦

人
健
康
教
室
を

マ
日
程

4
月
2
日

(
火
)
、

5
月
7
日
(
火
)

マ
時
間
午
後
3
時
却
分
1
5

時マ
内
容
閉
経
後
骨
組
し
よ
う

症
に
な
ら
な
い
た
め
に

マ
場
所
市
民
病
院
北
棟
2
階

大
会
議
室

マ
費
用
無
料

マ
申
し
込
み
同
病
院
婦
人
科

外
来
の
予
約
ノ
1
ト
に
氏
名
を

記
入
(
予
約
制
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
病
院
婦

人
科
外
来
宮

(泣
)
0
0
1
5

(
内
線
2
2
1
8
)
午
後
2
時

か
ら
5
時
ま
で

成
人
病
予
防
の

相
談
と
健
診
に

{
成
人
病
相
談
】

マ
日
時

-
4
月
9
日
(
火
)
午
前
9
時

却
分
5
1時
加
分

-
4
月
幻
自
(
火
)
午
後
1
時

5
2時

マ
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
持
ち
物
健
康
手
帳
(
お
持

ち
の
方
)
、
健
康
診
断
の
結
果
、

1
臼
の
食
事
内
容
の
記
録

マ
申
込
先
保
健
セ
ン
タ
ー
宮

(制
)
0
3
1
1
・
予
約
制

【
基
本
健
康
診
査
】

マ
対
象
刊
歳
以
上
の
方
(
職

場
で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
あ

る
方
は
除
く
)

マ
内
容
身
体
計
測
、
血
圧
測

定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
心

電
図
検
査
な
ど

マ
方
法
年
1
回
、
お
近
く
の

医
療
機
関
で
受
診
を
(
市
民
病

院
は
除
く
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課
健

康
づ
く
り
係
(
内
線
6
6
7
)

貧
血
の
予
防
を

成
人
女
性
の
五
人
に
一
人
は

貧
血
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
貧
血
の
理
解
と
食
事
指

導
を
す
る
教
室
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

3
月
幻
日
(
金
)
午

後
1
時
初
分
1
3時

マ
会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
E

(
制
)
0
3
1
1

「歯
育
て
上
手
は

子
育
て
よ
手
」
。
虫

歯
の
無
い
子
に
育
て

る
こ
と
は
、
う
ま
く

子
育
て
が
で
き
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い

る
言
葉
で
す。

虫
歯
が
多
い
子
の

親
は
、
次
の
四
タ
イ

プ
に
分
間
ら
れ
ま
す
。
甘
や
か
し

・
過
保
護

タ
イ
プ
、
放
任
タ
イ
プ
、
つ
い
つ
い
タ
イ

プ
、
そ
の
他
の
タ
イ
プ
。
こ
の
よ
う
に
、
虫

歯
は
親
の
育
児
態
度
に
か
か
っ
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
お
や
つ
の
与
え
方
は
時
間
と
量

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
時
聞
を
決
め
、
寝
る
前

は
避
げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
砂
崩
の
取
り
す
ぎ

は
、
小
食
・
偏
食
・
肥
満
の
原
因
と
も
な
り

ま
す
。
お
や
つ

H

甘
い
お
菓
子
、
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
季
節

の
果
物
や
野
菜
を
取

り
入
れ
、
市
販
の
お

菓
子
も
組
み
合
わ
せ

ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

外
遊
び
を
十
分
に
、
規

則
正
し
い
生
活
を
心

掛
町
、
空
腹
で
食
事
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
食
後
に
は
必
ず
歯

磨
き
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

三
歳
ご
ろ
に
な
る
と
、
自
分
で
も
歯
磨
き

が
で
き
ま
す
が
、
仕
上
げ
は
親
が
磨
い
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
歯
磨
き
が
生
活
の
一
部
に

な
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
(
健
康
課
)

※
と
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
今
回
で
終
了
し
ま

す
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

膏一

f

幼

児

の

歯

。申し込みひらつか天城山荘
※申し込みは 6か月前から受け付け

・電話 0558-87 -1050 
• FAX 0558-87-0557 
・住所干410-32 静岡県田方郡
天城湯ケ島町上船原1120-1 

• 1泊 2食付き、大人4，925円、子供4，405円

「むぞう)おま蹴WHJ空き〉献ホ平塚球場でセリーグ公議織が

横浜×阪神
0日時 4月23日 (火)午後 6時試合開始

。会場平塚球場
。入場料 ネット裏指定席 4，200円

内野A指定席 4，000円

内野B指定席 2，800円

外野席・大人 1，500円

外野席・ 子 供 600円

3月23日に平塚球場で、以後25日か

ら総合公園管理事務所(平臼のみ)で

発売。市内スポーツl苫でも23日から。

0問い合わせ先 総合公園管理事務所

ft35-2233 

。前売券

がんばれベイスターズ



(8) 

(但
)
3
0
6
0
ヘ。

能
指
数
刊
以
下
の
方
⑨
身
体
障

事
手
帳
が
み
で
な
お
か
つ
知

能
指
数
が
叩
以
下
の
方

※
現
在
、
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
方
お
よ
び
既
に
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す

マ
申
請
に
必
要
な
も
の
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
対

象
者
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
は
除

き
ま
す
)

問
い
合
わ
せ
は
、
陣
容
福
祉
部

(
内
線
2
2
2
)
へ。

-
標
準
小
作
料
の
改
訂

予報

民
業
委
員
会
で
は
、
標
準
小
作

料
を
改
訂
し
ま
し
た
。
小
作
料
は

貸
し
手
、
借
り
手
の
両
者
で
標
準

小
作
料
を
参
考
に
協
鵠
し
て
適
正

な
価
絡
で
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
標
準
小
作
料
(
叩
ア
1
ル
当
た

り
)・

田

一
万
五
千
円

・
畑
一
万
四
千
円

-
飼
料
畑
(
参
考
小
作
料
)
五

千
円

マ
適
周
年
月
日

4
月
1
日
か
ら

問
い
合
わ
せ
は
、
操
業
委
員
会

事
務
局
(
内
線
3
3
7
)
へ。

平成8年 3月 15日

広 報

-
人
に
や
さ
し
い
街
へ

ょ
う
求
め
て
い
ま
す
。

四
月
一
口
の
施
行
に
向
け
て
、

よ
り

一
一
回
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。問

い
合
わ
せ
は
、
建
築
指
導
課

(
内
線
6
0
9)
ヘ。

-
医
療
費
の
負
担
が

老
人
保
健
法
の
規
定
に
よ
り
四

月
一
日
か
ら
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
医
療
費
の

一
部
負
担
金
が

次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
単
独
事
業
の
六
十
八

歳
、
六
十
九
歳
の
方
を
対
象
と
し

た
老
人
医
療
費
助
成
の
一
部
負
担

金
も
問
機
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

マ
外
来

1
か
月

(月
の
初
め
に

支
払
う
俵
高
額
)
一
千
十
円
が
一

千
一・一十
円
に

マ
入
院

1
日
七
百
円
が
七
百
十

円
に問

い
合
わ
せ
は
、
保
険
年
金
額

(
内
線
6
6
3
)
へ。

マ
会
場
湘
南
朝
日
少
年
の
家

マ
利
用
期
間

7
月
幻
自
(
火
)

1
8月
白
日
(
土
)

マ
対
象
県
内
の
宿
泊
利
用
す
る

背
少
年
団
体
を
優
先

問
い
合
わ
せ
は
、
同
背
少
年
の

家
宮

(
引

)
0
6
7
6
へ。

-
ナ
パ
サ
で
話
そ
う

開
局
2
年
を
迎
え
た
F
M
湘
南

ナ
パ
サ
で
は
、

一
緒
に
番
組
作
り

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

マ
対
象
初
歳
以
上
の
男
女
(
経

験
者
、
未
経
験
者
は
不
問

マ
内
容
リ
ポ
ー
タ
ー
、
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
は
、

F
M湘
南
ナ

パ
サ
宮

(包
)
0
7
8
3
へ。

広報ひらつか
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マ
桃
浜
庭
球
場
の
工
事

-
在
宅
の
障
害
手
当
が

第 5ア1号

-
利
用
団
体
の
募
集

-
テ
ニ
ス
・
水
泳
教
室

回マ
時
間
午
前
日
時
5
正
午

マ
会
場
総
合
体
育
館
プ
ー
ル

マ
定
員
各
コ
1
ス
何
人

マ
参
加
料

一
万
八
千
円

マ
申
込
期
限

3
月
初
日

(祝
)

{
初
級
硬
式
テ
ニ
ス
}

マ
日
程

4
月
4
臼
(
木
)
3
9

月
5
日
(
木
)
全
羽
田

マ
時
間
・
A
コ
l
ス
午
前
9

時
日
分
5
U
時

・

B
コ
1
ス

午
前
日
時
日
分
3
午
後
1
時

マ
会
場
総
合
公
園
テ
ニ
ス
場

マ
定
員
各
コ
l
ス
却
人

マ
参
加
料

一
万
八
千
円

マ
申
込
期
限

3
月
初
日

(祝
)

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
同

協
会
宮
附
(
山
)
0
6
5
3
へ。

-
人
権
相
談
所
を
聞
く

小
田
原
人
権
擁
臨
祭
民
協
部
会

で
は
、
女
性
の
た
め
の
無
料
人
権

相
談
所
を
開
き
ま
す
。

マ
日
時

3
月
初
日
(
火
)
午
後

1
時

1
4時

マ
会
場

小
田
原
ピ
ブ
レ

(小
田

原
市
栄
町
)

マ
相
談
内
容
家
庭
内
や
隣
近
所

の
も
め
ご
と
、
離
婚
、
児
童
・
生

徒
の
い
じ
め
問
題
な
ど

問
い
合
わ
せ
は
、
横
浜
地
方
法

務
局
小
田
原
支
局
宮
0
4
6
5

(幻
)
0
1
8
1
へ。

-
中
小
企
業
技
術
研
修

mmで
は
、
県
内
の
-中
小
企
諜
で

働
く
技
術
者
の
方
を
対
象
と
し
た

平
成
八
年
度
中
小
企
業
技
術
者
研

修
生
を
募
集
し
ま
す
。

{長
期
研
修
}

マ
コ
1
ス
機
械
技
術
科
、
材
料

化
学
科
電
子
技
術
科

マ
研
修
期
間
5
月
5
平
成
9
年

3
月

マ
定
員
加
入

マ
受
講
料
十
三
万
円
(
企
業
負

担
分
)

{
高
等
研
修
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マ
コ
1
ス
(
研
修
期
間
)

-
C
宮
賠
に
よ
る
制
御
技
術
科

(
叩
月

1
u
g

・
生
産
管
理
科
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9
月
3
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)

マ
定
員
各
加
入

マ
受
講
料
六
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企
業
負
担

……潜
碑
峰
崎
崎
…閣

μ

ω:………語
句
歴
捷
零

た
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γや

ザ
司
司
司
司
司
可
一村

ト

fli
l
i
-
-
F
li
r
-
-
r
1
1
4

t
F
 

い

社
会
福
祉
法
金
は
、
地
域
福
タ
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
十
万
九
千
村

+
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど
七
百
六
十
円
済
生
会
平
塚
病
+

+
に

使

わ

れ

ま

す

。

院

な

で

し
v
」
会
十
八
万
九
千
J

「

糾

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉

二
百
七
十
七
円
鈴
木
外
科
内

村

L
F
協
議
会
宮
(お
)
2
3
3
3
へ
。
科
医
院
五
千
九
百
六
十
一ニ
や

同

+

(
敬
称
略
)
円
、
そ
ば
処
名
古
屋

三
万
一ニ
4
昨

日
マ
社
会
福
祉
霊

段

差

ロ

百

二
十

円

匿

名

五
千
円

立

L
F
研
究
所
収
穫
祭
実
行
委
員
七

マ
児
童
福
祉
へ
河
内
地
蔵
の
+
判

+
万
五
千
二
百
七
十
円
十
二
人
お
さ
い
銭

一
万
六
千
百
十
三
や

判

+
会

一
千
円
丸
崎
富
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一

円
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名
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千
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村
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委
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、
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会
福
祉
へ
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崎
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夫

ロ
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円
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十
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話
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設
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千
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円
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南
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ラ
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ン
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墨
号
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詰
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七
十
一
円
、
浅
川
買
男

二

ク
1
ル

一

万

一
千
=
一
百
三
十

4
H

や

村
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ど
人
自
に
つ
き
ゃ
す
い
場

い
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円
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加
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万
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刊
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し
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こ
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し
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目

一
万
円
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ル
マ
1
レ
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塚

体
て
い
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と
こ
ろ
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高
札
場
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札

問
い
合
わ
せ
は
、
神
奈
川
県
工

百
二
十
一
万
八
千
八
十
円
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場
で
、
全
国
宝
る
所
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設
置
さ

業
技
術
研
修
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ン
タ
ー
宮
0
4
6

・
み
ど
り
基
金

村
れ
ま
し
た
。

2
(
お
)
5
6
1
0
へ
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み

ど

り

基

金

は

、

緑

化

団

体

の

制

こ
の
場
所
の
管
理
は
、
厳
重

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
ご
協

仲
を
極
め
、
矢
来
を
巡

力
を
。

持
ら
し
た
り
石
垣
や
土

KH'

問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

付
盛
り
を
し
て
み
だ
り

刷

m

部
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
4
2
滑
に
近
寄
ら
せ
ず
、
付

斗

は

5
)
へ
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敬

称

略

)
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h
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H
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清
掃
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ど
は
町

hυ

・
平
塚
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
管
理
組
合

H

n

u

制
村
役
人
の
霊
要
な
役

L
M

一
千
五
百
二
十
三
円
、
ラ
ブ
ジ
ア

制

凶

川

沌

時
自
に
も
な
っ
て
い
ま

ら

刊

1
ス
幻
ふ
じ
の
会

三

千
五
十
円

+

t
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¥
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す
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ま
た
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場
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湿

S
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問

」

付

を
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る
者
に
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、
脱

悶

竜
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仁
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帽
や
敬
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せ
る

田

恒

二
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つ
r
i
n
H
W
・
1

、
白
M
V
A

同

声

E
'

m
総
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一匂

河

有

」
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ど
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一
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庶
民
に

悩
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f
γ
ト
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制
法
を
公
示
す
る
手
段

州

例

-
T

と
し
て
用
い
る
だ
甘

c
t

樹
木
を
態
し
て
い
ま
す
。
希

附
で
な
く
幕
府
の
権
威

木

1

撃
す
る
方
は
、
み
ど
り
公
園
課
み

朴
を
誇
示
す
る
場
所
と

ど
り
推
進
係
(
内
線
4
2
5)
へ
。

品目

し
て
の
役
割
も
果
た
し
ま
し

マ
お
駆
り
す
る
樹
木

村

と。

ー

・
コ
ウ
バ
イ
(
樹
高
2
・
5
M
I
N

-

村

須
賀
は
、
古
く
か
ら
相
模
川

本
)
、
タ
マ
ツ
グ
(
樹
高
0
・5
M
H+

可
口
に
聞
か
れ
た
港
町
で
、
相

1
本
)、
ツ
バ
キ

(樹
高
2
M
2
bm

本
)、
サ
ザ
ン
カ

(樹
高
0
・6
M川
村
模
川
水
運
の
集
積
地
、
相
模
湾

2
本
)
、
サ
ツ
キ

(樹
高
0
・4
討

中日

海
上
輸
送
の
基
点
と
し
て
特
に

2
本
)
、
ツ
ツ
ジ
(
樹
高
0
・5
M
附
重
要
視
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

1
本
)
、
キ
ワ
イ
(
雄
、
樹
高
l
M
H
ま
た
、
漁
村
と
し
て
も
須
賀
は

1
本
)

件

「働
総
」
と
い
わ
れ
た
江
戸
城

-
文
化
振
興
基
金

文
化
振
興
基
金
は
、
芸
術
文
化

事
撲
の
災
施
や
市
民
の
創
造
的
な

文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
に

使
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推

進
室
文
化
振
興
係
(
内
線
6
7

3
)
ヘ
。

(

敬
称
略
)

・
花
月
兼
美
八

二
十
万
円
、
平

塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル

三
十
八

万
七
千
円

-
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

ス
ポ
ー
ツ
掘
興
基
金
は
、
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
対
す
る
助
成
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
宮

(拓
)
0
1
0
2
へ。

(
敬
称
略
)

・
山
崎
潔
十
万
円
、
平
塚
ボ
ウ

リ
ン
グ
協
会
五
万
円
、
大
木
伸

で
消
費
さ
れ
る
魚
寸
頴
の
供
給

地
と
し
て
、
江
戸
肴
問
屋
の

「術
総
」
に
指
定
さ
れ
て
発
展

し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
須
賀
な
ど
は
、
町

方
・
地
(
村
)
方
と
呼
ば
れ
る

城
下
町
や
村
と
区
別
さ
れ
浦
方

と
呼
ば
れ
ま
す
。
浦
方
に
設
け

ら
れ
た
高
札
場
に
は
、
町
方
・

地
方
に
掲
示
さ
れ
な
い
高
札
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
湊
高

札
・
廻
船
荷
札
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
海
難
予
防
や
海
難
救
助

さ
ら
に
は
、
難
破
船
の
浮
荷

物
・
沈
荷
物
引
揚
げ
者
に
対
す

る
報
酬
(
か
寸
の
法
)
な
ど
浦

方
取
締
り
の
重
要
法
令
を
箇
条

書
き
に
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

湊
高
札

・
廻
船
高
札
と
と
も
に

親
子

・
キ
リ
シ
タ
ン

・
毒
薬

・

駄
賃
・
火
付
の
高
札
な
ど
が
掲

げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
札
の
辻
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
高
札
が

掲
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
と
し
て

「札
場
町
」
と
い
う
町
名
に
も

な
り
ま
し
た
。

こ
の
碑
は
、
昭
和
三
十
二
年

の
夏
、
平
塚
市
観
光
協
会
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員
土
井
浩
)

※

「石
碑
を
訪
ね
て
」
は
今
回

で
終
了
と
な
り
ま
す
。
長
い
間

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

須
賀
の
商
人
が
各
地
に
向
か
っ
た
基
点

「札
の
辻
」


